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１ 単元名  第１学年 ２０までの数 

       第２学年 かさ 

２ 目 標 

１  年 ２  年 

○ 「10といくつ」によって20までの数を表すよさを

知り、進んで生かそうとする。 

（関心・意欲・態度） 

○ 「10といくつ」という数の数え方ができる。数構

成に基づく加減計算の仕方を考えることができる。 

（数学的な考え方） 

○ 20までの数について、読んだり、書いたりするこ

とができる。数構成に基づく加減計算ができる。 

（技能） 

○ 20までの数について、構成、系列や大小関係を

理解している。（知識） 

○ 普遍単位（Ｌ、ｄL、ｍL）のよさに気付き、身の回り

の入れものの容積表示を進んでみつけたり、適切な大き

さのますを使ってかさを測定したりしようとする。 

（関心・意欲・態度） 

○ かさの普遍単位の必要性について考えることができ

る。（数学的な考え方） 

○ かさを「Ｌ」、「ｄL」、「ｍL」の単位を用いて表し

たりますを使ってかさを測定したりすることができる。 

（技能） 

○ ますの使い方やかさの単位「Ｌ」、「ｄL」、「ｍL」

のよみ方・かき方・相互関係がわかる。（知識） 

 

算数的活動 

１ 年 ２ 年 

(1)  具体物をまとめて数えたり等分したりし、それ

を整理して表す活動。 

(1)  身の回りにあるものの長さや体積について、およそ

の見当をつけたり、単位を用いて測定したりする活動。 

 

３ 単元における評価規準 

 算数への 

関心・意欲・態度 

数学的な考え方 数量や図形についての

技能 

数量や図形についての

知識・理解 

１
年 

〇 「10といくつ」によ

って 20 までの数を表

すよさを知り、進んで

生かそうとする。 

〇 「10といくつ」とい

う数の考え方ができ

る。数構成に基づく加

減計算の仕事を考える

ことができる。 

〇 20 までの数につい

て、読んだり、かいた

りすることができる。 

〇 20 までの数につい

て、構成、系列や大小

関係を理解している。 

２
年 

〇 かさの測定などを通

して、普遍単位（Ｌ， 

ｄＬ，ｍＬ）のよさに

気付き、身の回りの入

れもののかさについて

関心をもち、見当をつ

け適切な大きさのます

を使ってかさを測定し

ようとする。 

〇 長さの学習をもとに

かさの表し方を考え、

規準の大きさとなる量

として、かさの普遍単

位の必要性を考えるこ

とができる。 

○ かさを「Ｌ」、「ｄＬ」、

「ｍＬ」の単位を用い

て表したり、ますを使

ってかさを測定したり

することができる。 

〇 ますの使い方や、か

さの単位「Ｌ」、 

「ｄＬ」、「ｍＬ」の読

み方・書き方・相互関

係がわかる。 

 

 



４ 指導観 

１  年 ２  年 

〇 本単元は、学習指導要領第１学年の内容Ａ「数と

計算」（1）ものの個数を数えるなどの活動を通し 

て、数の意味について理解し、数を用いることがで

きるようにする」のイ「個数や順序を正しく数えた

り表したりすること」、ウ「数の大小や順序を考え

ることによって、数の系列を作ったり、数直線の上

に表したりすること」。また、(2)「加法及び減法

の意味について理解し、それらを用いることができ

るようにする」のウ「簡単な場合について、２位数

などの加法及び減法の計算の仕方を考えること」を

受けて設定されたものである。 

児童はこれまでに、10までの数の概念、読み方、

表し方、順序、系列、大小関係、合成・分解、加法

・減法などについて学習してきている。本単元では

「10といくつ」という数の構成の考え方によって、

20までの数の概念を養うことをねらいとしている。 

このような学習活動を通して、数の感覚を豊かに

し、研究主題である「基礎・基本を身に付け、学ん

だことを活用できる児童の育成」の具現化に迫りた

い。 

〇 本学級の児童Ａは、算数の学習が好きで大変意欲

的である。アンケートによると、問題を解くこと、

具体的なものを使って考えること、活用問題を解く

ことが楽しいと回答している。簡単なたし算、ひき

算ができ、１００以上の数を数えることができる。

文章問題においても文意を理解して解き、自分の考

えを説明することができる。一方、学習中は、集中

できる時間が短く、ノートの書き取りに時間を要す

る。また、学年一人ということもあり、学習の進め

方については、主体的に学んでいけるよう十分な工

夫が必要である。 

○ そこで本単元の指導に当たっては、授業内容に関

わるゲームやクイズを取り入れ、児童が興味をもっ

て活動ができるようにする。また、児童が本当に理

解をしているか切り返す「問い」を工夫し、理解度

を評価したり、理解を深めさせたりする。また20ま

での数について「10といくつ」という数の構成の考

え方を養うために、具体物→数図ブロック・数カー

ド、数直線→数字・式と段階的に指導するとともに

数概念を具体から抽象に高めていけるようにする。

間接指導の際には、「何を、どのように、どのくら

い」行うかを明確に指示し、児童が見通しをもって

活動できるようにする。間接指導は、最大１５分程

度とし、児童が集中して学習に取り組めるようにす

る。 

本時の指導に当たっては、児童が当たり前と考え

ている数の並びを問うこと、児童にとって目新しい

数直線や数系列について、調べ活動を行うことによ

って、20までの数の順序や系列について興味をもっ

○ 本単元は、学習指導要領第２学年の内容B「量と測

定」(2)「体積について単位と測定の意味を理解し、

体積の測定ができるようにする」のア「体積の単位（

ミリリットル（ｍＬ）、デシリットル（ｄＬ）、リッ

トル（L））について知ること」を受けて設定された

ものである。 

児童は第１学年「おおきさくらべ」で、かさの直接

比較、第３の容器での間接比較、また、任意単位での

間接比較や測定を学習してきている。本単元では、量

感を養い見当を付けることや正確な測定をすること、

及び目的に応じて適切なますや単位を選択する算数

的活動を通して、普遍単位の有用性に気付かせていく

ことをねらいとしている。 

このような学習活動を通して、かさの量感を養い、

研究主題である「基礎・基本を身に付け、学んだこと

を活用できる児童の育成」の具現化に迫りたい。 

〇 本学級の児童の実態 

アンケートから 

 Ｂ児 Ｃ児 

算数 すき どちらかといえばすき 

理由 かんたん、楽しい ひき算、長さがむずかしい 

得意 全部 たし算、時計、筆算 

苦手 ない ひき算、長さ 

授業 どの活動も楽しい 自分の考えを説明するこ

とが苦手 

   レディネステストから 

 Ｂ児 Ｃ児 

かさ 任意単位による測定に

ついて、具体的な数値

を挙げて説明。 

任意単位による測定につ

いては、具体的な数値は挙

げず説明。 

長さ 全問正解 長さの測りまちがい 

ものさしの起点を１とし

ている。 

アンケートとレディネステストの結果と授業の様

子から、Ｂ児は学習内容を時間を要さず理解ができ、

自分の考えを根拠に基づき説明ができる。しかし、操

作活動に時間を要する。C 児は、学習内容を理解する

までに時間を要する。また、自分の考えを筋道立てて

説明することも苦手である。それぞれの学習における

困り感を解消し、学習内容を十分に理解させるために

も、個に応じた指導が必要である。 

〇 そこで本単元の指導に当たっては、繰り返しかさの

見当付けをしてから測定させ、量感を養っていく。測

定の際には、手順を明確に提示し、正確に測ることが

できるようにする。測った後には、「〇〇がいくつ分



て学習が進められるようにする。 

つかむ・見通す段階では、順序や間隔がばらばら

など、並びの違うすごろくを提示し、選んだもので

遊ぶことにより、楽しみながら数の順序や系列につ

いて意識させていく。ルールを掲示し、勝ち負けに

こだわらないことも押さえる。パソコンを使って、

すごろくが数直線に変化する映像を提示し、本時の

めあてを確認する。次の間接指導で、一人調べがで

きるよう、数直線の記入の仕方、調べるポイントを

提示する。 

調べる段階では、ワークシートを準備する。数と

線のみの数直線を示し、数の並びを意識して記入で

きるようにする。また、特徴については、「はじめ

のかず」「どんなじゅん」「めもりのあいだ」に着

目させて記入できるようにする。数系列では、２と

び、５とび、降順などさまざまな並び方を調べるよ

うにする。 

まとめる段階では、数直線の特徴について気付い

たことを発表するだけでなく、教師が間違った数直

線を提示し、正しいかを問うことで、より理解が深

まるようにする。「はじめのかず」、「どんなじゅ

ん」、「めもりのあいだ」の３つのポイントを基に

まとめるようにする。間接指導では、練習問題を解

いた後に、身の回りの20までの数のものを見付け、

数えることの必要性を感じさせる。また、テーブル

に置けるものは、左から順に並べるようにし、数の

順序も意識させる。いずれも、どのように活動すれ

ばよいか黒板に提示しておく。 

自己評価では、正しい数直線を選んで、数を書き

込む評価問題を行わせ、本時学習の定着を児童も評

価できるようにする。 

なので、〇〇（単位）です。」と言葉で説明させ、普

遍単位の理解を深める。 

本時の指導に当たっては、かさの計算を単に数の操

作だけでなく、具体物や図を用いて説明させること

で、「〇〇がいくつ分なので、〇〇（単位）」となるこ

とを実感をもって理解させたい。 

「ずらし」である本時の導入は、前時の学習を振り

返り、単位換算の問題を解かせる。学習内容や、１L

ますや１ｄL ますを提示しておくことで児童自身で振

り返りができるようにする。 

つかむ・見通す段階では、問題から計算の予想をさ

せ、問題を解かせる。その後、児童が１Lますや１ｄL

ますをつかって実際に測り、考えが合っているか確認

する。その際、これまでの学習を生かして、どのます

を使うか、どのくらい必要かなど見当付けさせる。か

さの計算は、L やｄL の単位ごとに考えるとよいこと

に気付かせ、それをどう自分の言葉で説明するか、考

えさせる。説明するには言葉や図を用いると分かりや

すいことを教える。 

調べる段階では、自分の選んだ方法でノートに説明

を書かせる。図を用いる児童のために、１L ますの図

を準備しておく。 

まとめる段階では、それぞれのかさの計算の仕方を

発表させる。二人とも同じ考えを発表した場合には、

教師が別の方法を発表し、他の考えに触れさせる。か

さのちがいについては、図を用いながら教師とともに

考えをまとめ、二つの計算から、同じ単位同士で計算

することを児童の発言をもとにまとめる。その後、練

習問題で習熟を図る。 

自己評価では、かさの計算を言葉で説明する評価問

題を行わせ、本時学習の定着を児童も評価できるよう

にする。 

 

５ 指導計画   

１  年（全６時間） ２  年（全７時間） 

時 学習内容及び学習活動 評価計画 評価計画 学習内容及び学習活動 時 

１ 

○ 教科書の絵を見て、海の生き物の

それぞれの数量に目を向け、正しく

数を数える。 

〇 「じゅう」と「さん」で「じゅう

さん」と表すことを知る。  

〔考〕 

（作業・観

察） 

 

〔知〕 

（ノート） 

〔技〕 

（観察・ノー

ト） 

〇 かさを測るには、ますを使

うことや単位Ｌを用いること

を知り、１Ｌますを使ってい

ろいろな入れものに入る水の

かさを測定する。 

１ 

２ 

〇 教科書の海の生き物の数を数えて

「じゅうしち」や「にじゅう」を読

んだり書いたりする。 

〇 10から20までの数の構成の理解

をする。 

〔技〕 

（作業・発

言） 

〔技〕 

（作業・ノ

ート） 

〔知〕 

（観察） 

〇 １Ｌますでは測れない量を

１ｄLますで測ることを知り、 

ｄLとＬの関係を理解する。 
２ 

３ 〇 数字を見て、その数だけ数図ブロ 〔技〕 〔知〕 〇 ｄLで表すことができない ３ 



ックを並べる。 

〇 ２つの数字の大小比較をする。 

〇 ２とびや５とびなど工夫して数え

る。 

（観察） （観察） 

〔関〕 

（発表・ノー

ト） 

量をｍLを使って表し、ｍLと 

ｄL、ｍLとＬの関係を理解す

る。 

〇 日常生活の中で、かさが 

ｍL表示のものを探し、ｍLの

単位に慣れ親しむ。 

４
（本
時
） 

〇 じゃんけんすごろくを通して、20

までの数の系列について理解する。 

〇 数の線の空欄に適切な数字を入れ

る。 

〇 身の回りから20までの数の物を

見つける。 

〔関〕 

〔知〕 

（観察・発

表・ワーク

シート） 

 

〔知〕 

〔考〕 

（ノート・発

表・ワークシ

ート） 

〇 かさのたし算ひき算の仕方

を理解する。 
４
（本
時
） 

５ 

〇 10＋4や12＋4の計算の仕方を考

える。 

〔技〕 

（発言・ノ

ート） 

〔考〕 

（ノート・発

言） 

〔関〕 

（観察・発

言） 

〇 いろいろな入れものに、１

Ｌと思うかさだけ水を入れ、

１Ｌますでその量を確かめ

る。 

〇 １Ｌの水をいろいろな入れ

ものに入れて、どのぐらいの

深さになるかなどを確かめ

る。 

５ 

６ 

〇 12－2や15－3の計算の仕方を考

える。 

〔技〕 

（発言・ノ

ート） 

〔技〕 

（記録表） 

〇 身につけた量感をもとに、

いろいろな入れものに入るか

さを予想してから、かさ調べ

を行う。 

６ 

 

〔考〕 

〔技〕 

（観察） 

〇 いろいろな入れものの大小

を、容器の数を比較したり、

計算したりして求める。（発

展） 

７ 

 

６ 本時の目標 

１ 年 ２ 年 

○ ２０までの数の系列について理解し、数直

線上の数を読んだり表したりすることができ 

る。 

○ かさのたし算やひき算の仕方を考え、計算の

説明をすることができる。 

 

７ 授業仮説 

１ 年 ２ 年 

○ さまざまな数直線を提示したり、目盛りに

数を書き込む活動をしたりすることにより、

数直線について理解し、数の順序や系列につ

いての理解が深まるであろう。 

○ あわせたかさの予想を立て、実際に測定する

活動を通して、同じ単位に目を付けてかさの加

減方法を考えることができるであろう。 

〇 図を用いて計算の説明をすることにより、単

位の関係についての理解が深まるであろう。 

 

８ 本時の評価規準  

１ 年 ２ 年 

○ ２０までの数の系列について理解し、数直

線上の数を読んだり表したりすることができ 

る。〔関〕〔知〕（観察・発表・ワークシー

ト） 

○ 単位の関係を理解し、同じ単位の数値に目を

つけて、かさの加減方法について考え、説明す

ることができる。〔知〕〔考〕（ノート・発表

・ワークシート） 



９ 学習指導過程        ･･･直接指導        ･･･間接指導       ･･･指導のポイント 

資料 

準備 

指導上の留意点（○）

及び評価の観点（★） 

学習内容及び 

学習活動 

時間 

（分） 

学習内容及び 

学習活動 

指導上の留意点

（○）及び評価の

観点（★） 

資料 

準備 

すごろ

くのル

ール 

 

 

 

 

 

パ ソ コ

ン 

〇 並びの異なるすご

ろくを提示し、選ん

だもので遊ぶことに

より、数の並びを意

識させ、めあてにつ

なげる。 

〇 教科書のルール

を掲示し、活動に入

りやすくする。 

○ すごろくから数直

線になる映像を見

せて数直線のイメー

ジをもたせる。 

１ じゃんけんすごろくを

する。 

２ 本時学習について知

る。 

 

 

 

 

 ○ めあて 

 

 

 

 

３ 見通しを立てる。 

 ○ 数の線をかく。 

 ○ いろいろなならびか

たをしらべる。 

つ

か

む 

・

見

通

す

７ 

分 

復

習 

 

７ 

分 

１ 前時までの学習を振り

返り、単位換算の問題

を解く。 

 

〇 前時までの学習

の内容を教室に掲

示しておき、振り返

りができるようにす

る。 

〇 １Ｌますや１ｄL ま

すも見られるように

し、単位換算がわ

かりやすく捉えられ

るようにする。 

〇 ワークシートに

は、ＬますやｄＬま

すの図を付け、単

位換算がしやすい

ようにする。 

前時ま

での掲

示物 

 

ワークシ

ート 

ワーク

シート 

〇 数と線のみのワーク

シートを用意し、数の

位置やはじめの数を

自分で考えてかくこと

ができるようにする。 

○ 数直線の特徴に気

付くことができるよう

に、見付けるポイント

を提示する。 

 

 

 

 

３ 数の並びを調べる。 

 ① 数の線を調べる。 

数の線に数字をか

き、気付いたことをワー

クシートに書く。 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 数系列を調べる。 

   ・ ２とび 

   ・ ５とび 

   ・ 途中からの並び 

   ・ 降順 

調

べ

る

９ 

分 

つ

か

む 

・

見

通

す

９ 

分 

２ 本時学習について知

る。 

 

 

 

 

 

 

 

○ 式 １Ｌ５ｄL+５ｄL 

    ＝２Ｌ 

○ １Ｌますや１ｄL ますで

確かめる。 

○ めあて 

 

 

 

３ 見通しを立てる。 

 ○ 言葉や図をつかっ

て説明する。 

○ はじめに問題を

解かせて、その後

児童が実際に１Ｌま

すで測って確認す

る。測る際には、児

童にどのますを使う

とよいかを見当付け

ながら行う。 

○ １５ｄL＋５ｄL と単

位をそろえて考えさ

せる。 

 

 

○ 説明するには言

葉や図を用いると

分かりやすいことを

教える。 

問題文 

絵 

１ｄL ま

す１０個 

１Ｌます 

 

いろい

ろな数

直線の

図 

〇 数直線は、特徴が十

分理解できるよう、間

違った数直線を提示し

て、違いを見ながら理

由を発表できるように

する。 

 

４ 気付いたことを発表す

る。 

 〇 数の線 

 〇 数系列 

５ 本時の学習をまとめ

る。 

 

ま

と

め

る 

８

分 

調

べ

る

８

分 

４ 自分の選んだ方法で

説明の仕方をノートに

書く。 

〇 図を用いる児童

のために、１Ｌます

や１ｄL ますの図を

準備しておく。 

 

 

 

１Ｌます

の図 

１ｄL ま

すの図 

問題 ２つのいれもの

にオレンジジュースが

はいっています。 

 あわせるとどれだけ

になりますか。 

かさの計算のしかた

をせつめいしよう。 

〇 はじめのかずは、

（０）。 

〇 （ひだり）から 

（みぎ）にふえる。 

〇 めもりのあいだは

（おなじ）。 

問題 ２０までのかずは

どのようにならんでいる

でしょう。 

かずのいろいろなな

らびかたをしらべよう。 

１L＝□ｄL 

１ｄL＝□ｍL 

１L＝□ｍL 

P86 ③ 

ア ４L＝□ｄL 

イ 500ｍL＝□ｄL 

ウ ８ｄL＝□ｍL 

エ 1000ｍL＝□L 



〇  数系列についても

並びの理由を尋ね、

順序を理解させる。 

★ 〔関〕〔知〕（観察・発

表） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 〇 生活の中の２０まで

の数をみつけさせる。 

〇 テーブルに並べら

れる物は、数直線と同

じように左から順に並

べさせる。 

〇 ルールを提示して、

一人調べができるよう

にする。 

〇 見つけられない場合

には、ヒントカードを見

て探せるようにする。 

７ 20までのかずのものを

みつける。 

 〇 もってこられる物は

テーブルに並べる。 

 〇 少ない物から並べ

る。 

 

 

深

め

る 

15 

分 

ま

と

め

る

15

分 

５ かさの計算の仕方を説

明する。 

 式 １Ｌ５ｄL＋５ｄL 

    ＝２Ｌ 

〇 同じ単位どうしをた

すと１L１０ｄL。 

１０ｄL＝１L だから答

えは２L。 

６ かさの違いについて考

える。 

 式 １Ｌ５ｄL-５ｄL 

    ＝１Ｌ 

〇 同じ単位どうしをひく

と１L、だから答えは１

L。 

 

７ 本時の学習をまとめ

る。 

 

 

 

 

８ 練習問題をする。 

〇 ２人とも同じ方法

で説明した場合

は、教師が別の方

法で説明し、別の

考えがあることに気

付かせる。 

 

 

〇 かさのちがいを求

めるには、図を用

いながら教師ととも

に考え、ひき算に

なることを理解させ

る。 

★ 〔知〕〔考〕（ノート・

発表） 

〇 児童の発言をもと

にまとめる。 

１L ます

の図 

１ｄL ま

すの図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ワークシ

ート 

 

 

 

ヒントカ

ード 

ワーク

シート 

〇 正しい数直線を選ん

で穴埋めをする。 

★ 〔関〕〔知〕（ワークシ

ート） 

〇  めあてが達成でき

たか、◎、〇、△で自

己評価し本時の学習

の振り返りをする。 

８ 評価問題に取り組む。 

 

 

 

９ めあてが達成できた

か、◎、〇、△で自己

評価し、学習の感想を

発表する。 

自

己

評

価

６

分 

自

己

評

価

６

分 

９ 評価問題に取り組む。 

 

 

 

10 めあてが達成できた

か、◎、〇、△で自己評

価し、学習の感想を発

表する。 

〇 かさのひき算を説

明させる。 

★〔知〕〔考〕（ワークシ

ート） 

〇 めあてが達成で

きたか、◎、〇、△

で自己評価し本時

の学習の振り返りを

する。 

ワークシ

ート 

 

 

 

 

 

どんなならびかたで

も２０までのかずは

（０，１，２，３，４，

５，６，７，８，９，

１０，１１、１２， 

１３，１４，１５， 

１６，１７，１８， 

１９，２０）。 

かさの計算は、同じ

たんいどうしをたしたり

ひいたりする。 

・ えんぴつ 

・ いろえんぴつ 

・ クレヨン 

・ えのぐ 

・ ブロック 

・ 給食の名札 

・ 給食の鏡 



７／６ P６２ かずのならびかた 

７／６ P８６ かさの計算 

 

 

                  〇 ことばや図をつかって 

○ア  あわせるとどれだけになりますか。     

しき １L５ｄL＋５ｄL＝２L             ○イ  ちがいはどれだけですか。 

             ２L              しき １L５ｄL－５ｄL＝１L 

                                         １L 

 

９ 板書計画 

【１年】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【２年】 

 

 

 

 

 

教科書の絵 

めあて かずのいろいろな 

ならびかたをしらべよう。 

数直線 

かずのせんは、（ひだり）から

（みぎ）にじゅんにならぶ。（０）

からはじまる。めもりのあいだ

は（おなじ）。 

めあて かさの計算のしかたを 

せつめいしよう。 

ますで表した

図 

教科書の絵 

 ２つのいれものにオレンジジュ

ースがはいっています。 

ますで表した図 

20までのかずは、どのようにならんでいるでしょう。 

同じたんいどうしをひくと

１L。だから答えは１L。 

同じたんいどうしをた

すと１L１０ｄL。 

１０ｄL＝１L だから答え

は２L。 

 

まとめ かさの計算は、同じたんい

どうしをたしたりひいたりする。 

まとめ どんなならびかたでも２０までのかずは 

（０，１，２，３，４，５，６，７，８，９，１０， 

１１、１２，１３，１４，１５，１６，１７，１８，１９，２０）。 


